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利用シーンのラフイメージ（案）について

作 成 目 的

自動車ユーザーに対し、ITS無線システムの用途と効果を平易に説明し、認知度と受容性を高めることを目的
とする。

 技術・システムの説明ではなく、サービスの説明を重視する。

 自動車ユーザーであれば、ヒヤリ・ハットした経験が多いと思われる典型的なシチュエーション（道路環境、
候 交通条件など）を設定する天候、交通条件など）を設定する。

作 成 対 象
作業班等において優先度が高いと評価された次の5つの利用イメージ図を作成。

①出会い頭衝突防止 ②追突防止 ③右折時衝突防止 ④左折時衝突防止 ⑤緊急車両情報提供

作成に当たっての参考情報

 作業班等から提供頂いた5つの利用イメージ図の鳥瞰図（システムの動作を説明する図）

 これをもとに実施したドライバーに対するグループインタビュー結果（一般ドライバー、業務ドライバー、運輸
ドライバー）

ス ケ ジ ュ ー ル

本日 ～パブコメ開始日 第5回会合（最終回）パブコメ終了後

ス ケ ジ ュ ー ル
ラフスケッチ図（白黒、
線画）に対する御意見

ラフスケッチ図（白黒、
線画）の修正

完成図（カラー）パブコメへの対応
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御 意 見 を 頂 戴 し た い 点
 シチュエーション（道路環境、天候、交通条件など）の妥当性、分かりやすさ

 ドライバーに対する情報提供内容及び提供方法（マンマシンインタフェース）の妥当性
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